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障
が
い
者
差
別
解
消
法
を
ご
存
じ

で
す
か

介
護
保
険
料
の
算
定
・
決
定
通
知

書
の
送
付

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
一
時

停
止
し
ま
す

障
が
い
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が
い
の

あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
平
等
に
生

き
る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平

成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は

障
が
い
者
手
帳
を
持
つ
人
だ
け
で
は
な

く
、
身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
（
発
達
障
が
い
を
含
む
）、
そ
の

ほ
か
心
身
の
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、
障

が
い
や
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
に
よ
っ
て

日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な
制
限
を

受
け
て
い
る
人
で
す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止
」
と

「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

障
が
い
者
差
別
解
消
法
で
は
「
不
当
な

差
別
的
取
扱
い
」
を
禁
止
し
、「
合
理
的

配
慮
の
提
供
」
を
求
め
て
い
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は

正
当
な
理
由
な
く
障
が
い
が
あ
る
と
い

う
理
由
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否

し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
る

よ
う
な
行
為
で
す
。

具
体
例

・「
障
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
だ
け

で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
れ
て
も
ら
え

介
護
保
険
料
の
算
定

保
険
料
は
、
世
帯
状
況
や
市
民
税
の
課

税
の
状
況
、
平
成
30
年
１
月
１
日
～
12
月

31
日
の
年
金
の
収
入
額
、
所
得
金
額
か
ら

算
定
し
ま
す
。

納
付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収
と
普
通
徴

収
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

平
成
30
年
度
の
保
険
料
を
年
金
天
引
き

で
納
め
て
い
た
人
や
、
４
月
か
ら
年
金
天

引
き
が
始
ま
る
人
が
対
象
で
す
。
特
別
徴

収
に
は
仮
徴
収
と
本
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

仮
徴
収
（
４
月
・
６
月
・
８
月
分
）

前
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
、
仮
算
定

し
た
額
で
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。
こ

の
措
置
は
、
納
付
回
数
を
増
や
す
こ
と
に

電
子
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
住
民
票
・
印

鑑
証
明
・
所
得
証
明
な
ど
の
証
明
書
が
発

行
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

停
止
日

　

４
月
９
日
㈫
～
11
日
㈭
（
終
日
）

な
い
、
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な

い
な
ど

・
入
店
時
に
、
車
い
す
を
利
用
し
て
い
る

と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
た

国の行政機関・
地方公共団体など 民間企業など

不当な差別的
取扱い 禁止 禁止

合理的配慮 法的義務 努力義務

「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮の提供」

よ
り
、
１
回
当
た
り
の
納
付
額
を
低
く
抑

え
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

本
徴
収（
10
月
・
12
月
・
平
成
32
年
２
月
分
）

平
成
31
年
度
保
険
料
の
決
定
額
か
ら
、

仮
徴
収
の
額
を
差
し
引
い
た
額
を
、
３
回

に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

普
通
徴
収
（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や
転
入
し

た
ば
か
り
の
人
、
年
金
受
給
額
が
18
万
円

未
満
の
人
な
ど
、
年
金
天
引
き
の
要
件
に

当
て
は
ま
ら
な
い
人
が
対
象
で
す
。

保
険
料
は
６
月
～
平
成
32
年
３
月
の
10

回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

４
月
・
５
月
の
納
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
通
知
書

平
成
31
年
度
の
介
護
保
険
料
決
定
通
知

書
は
、
６
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

合
理
的
配
慮
と
は

合
理
的
配
慮
は
、
障
が
い
の
あ
る
人
か

ら
「
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
を
取
り
除
く

た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
必
要
と
し
て
い

る
」
と
の
意
思
が
伝
え
ら
れ
た
時
に
、
負

担
が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る
配
慮

の
こ
と
で
す
。

具
体
例

・
車
い
す
利
用
者
が
、
建
物
の
入
り
口
に

段
差
が
あ
り
進
め
な
い
場
合
、
可
動
式

の
ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
使
っ
て
補
助
す
る

・
意
思
を
伝
え
あ
う
た
め
に
、
絵
や
写
真

な
ど
の
カ
ー
ド
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
を
使
う

※
福
祉
課
窓
口
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い


